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研究成果の概要（和文）：オストメイトの直面する問題の一つに「におい」の問題が挙げられている。特に、消
化管ストーマ（人工肛門）における「便臭」は、食品の摂取内容により、悪臭のもとになりやすいもの、ガスを
発生させやすいもの、下痢になりやすいものがある。一般的ににおいが強くなる食品(たまねぎ、にんにく、チ
ーズ、にら)と4種類摂取しない場合の便臭の物質濃度（％）について調査した。においの分析は、ガスクロマト
グラフィを用いて硫化水素、アンモニア、メチルメルカプタン、トリメチルアミンを分析した。においが強くな
る食品(たまねぎ、にんにく、チーズ、にら)と4種類摂取しない場合の便臭の物質濃度（％）に差異がみられ
た。

研究成果の概要（英文）：The smell of colostomy is not a small problem in ostomates. There are meal 
contents for ostomates which easily cause diarrhea, easily produce bowel gases, and easily to 
produce malodor. Meal contents which generally produce fecal odor, such as onions, garlic, cheese 
and Chinese chives are well known. We investigated the fecal odor using gas chromatography between 
by having one group eat meal contents which cause fecal odor and another group not eat them. Using 
the gas chromatography, we analyzed four kinds of substances which are known as causes of fecal 
malodor, hydrogen sulfide, ammonia, methyl mercaptan, and trimethylamine. There is a difference in 
the concentration of fecal malodor substances according to the gas chromatography between the group 
which ate fecal odor causing meal contents group and the group which did not.  

研究分野： 妊娠期における味覚、体重推移

キーワード： 消化管ストーマ　人工肛門　アンモニア　メチルメルカプタン　トリメチルアミン　硫化水素　イレオ
ストミー　コロストミー
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１．研究開始当初の背景 

日本国内のオストメイトの数は20万人を超

えるとされている。オストメイトの直面する

問題の一つに「におい」の問題が挙げられて

いる。消化管ストーマ（人工肛門）における

問題については、造設後の管理やストーマ装

身具と付属品などの研究はされているが、こ

と摂取する食品とにおいの関係については、

学術的な研究は少なく、この食品を摂取する

と便・尿のにおいが強くなるという認識であ

る。多くの急性期病院では、在院日数の短縮

化が進み、限られた期間に患者教育を行わな

ければならないのが現状である。ストーマ造

設における在院日数の短縮化は、ストーマケ

ア、ストーマリハビリテーション(ストーマ合

併症の障害を克服して自立するだけでなく、

ストーマ保有者の心身および社会生活の機能

を回復させること、またそれを促進する技術 

と方法)にも影響を及ぼしている。 

消化管ストーマは、造設部位、開口部の数、

保有期間によって結腸ストーマ（コロストミ

ー: 横行結腸、下行結腸、S状結腸）と回腸ス

トーマ（イレオストミー）に分類される1)。保

有期間は、一時的ストーマ、一生涯にわたり

保有する場合もある。消化管ストーマの特徴

は、便だけでなく「ガス」が排泄され、排泄

物特有の「におい」があることが大きな特徴

である。これらは、オストメイトの抱える三

大問題の一つとされている2)。悪臭の原因にな

る食品として、たまねぎ、にんにく、チーズ、

にら、ネギ、魚、えび、かに、卵、肉、アス

パラガス、アルコール、ビタミン類、いり豆、

キャベツ、干スモモなどがある3)。しかし、こ

れらは科学的根拠がないのが現状である。消

化管ストーマ保有者は、1日の食物摂取量を少

なくし、悪臭の原因になる食品を控えている

のが実情である。本研究は、食事・食生活と

いう観点から、においの原因となる食品摂取

後における便臭の成分濃度を分析することに

より、ストーマケアおよびストーマリハビテ

ーションに貢献できると期待できる。 

 

 ２．研究の目的 

排泄物の臭いを和らげるには、食事をバラ

ンスよく摂取することが大切である。しかし、

食品によっては、においが強くなるもの、ガ

スをつくりやすいもの、お腹がゆるみやすく

なるものなどがある。特に、たんぱく質など

は窒素を含むのでアンモニアになり、魚はト

リメチルアミンに、玉子は硫化水素に、玉葱

はメルカプタンに変わると報告されている3)。

一般的に、便臭(におい)を強くする食品は、

にんにく、にら、ねぎ類、チーズ、アスパラ

ガス、卵、かに・えび類などの食品を摂取し

たときと報告されている 4)。しかし、におい

を強くする食品、臭いを和らげる食品など摂

取した食品と便臭の濃度との関係は明確な報

告がないのが実情である。本研究では、消化

管ストーマ（人工肛門）保有者と健常者を対

象に、摂取した食品とにおいの強さの関連を

明確にすることである。また、消化管ストー

マ（人工肛門）保有者に食物摂取頻度調査を 

した。 

 

３．研究の方法 

(1)対象者は、伊丹市内の病院に通院している

ストーマ保有者91名(うち、男性46名、女性45

名）、平均年齢71.9±9.2歳、BMI21.0±3.2。

健常者12名（うち、男性7名、女性5名）、平

均年齢53.4±10.2歳。女子学生6名、平均年齢 

21.3±0.5歳である。 

(2) ストーマ保有者食物摂取頻度調査は、26

名（うち、男性17名、女性9名）、平均年齢70.6

±8.1歳である。 

食物摂取頻度調査は、聞き 

取り調査をした。 

(3)においを強くする食品の摂取は、日常の食

事(以下、普通食)に、においを強くする食品

(にんにく(小1かけら)、にら(80g)、たまねぎ

(100g)、チーズ(25g))のいずれか1品を昼食又



は夕食に1回、2日間摂取し、成分濃度を分析

した。(うち、普通食35名、にんにく9名、チ

ーズ12名、たまねぎ22名、にら13名)である。

次のにおいを強くする食品を摂取する際は、 

10日間以上空けて調査した。 

(4)便臭の分析は、検体(ストーマ袋)をナイロ

ン袋に入れ、臭気センサー(空気を集める機

器)で1リットルのバッグ(F2sバッグ)に採集

し、ガスクロマトグラフィを用いて、アンモ

ニア、硫化水素、メチルメルカプタン、トリ

メチルアミンの成分濃度を分析した。分析は、

研究機関に依頼した。検体採取は、被験者に

インフォームドコンセントをし、同意を得た。 

 

４．研究成果 

(1) 図 1は、ストーマ保有者のエネルギー摂 

取量をまとめたものである。 

エネルギー摂取量は、推定エネルギー必要

量（日本人の食事摂取基準（2015 年版））50

～69 歳と 70歳以上、身体活動量１で算出し

た 5)。男性平均 1,975kcal、女性平均 1,575 

kcal である。エネルギー摂取量は、男性平均

1,501±453kcal、女性平均 1,283±320kcal

であった。男性、女性ともにエネルギー摂取

量は少ない傾向がみられた。造設部位別は、

コロストミー平均 1,438±390kcal（うち、大

腸 1,463±582 kcal、上行結腸 1,835±0kcal、

横行結腸 1,344±121kcal、下行結腸 1,418

±413 kcal）、イレオストミー平均 1,379±

390kcal であった。特に、横行結腸は－431 

kcal と少ない傾向がみられた。 

 

【図 1】エネルギー摂取量（n＝26） 

 

 (2) 図 2 は、ストーマ保有者のアンモニア

の成分濃度をまとめたものである。 

普通食0.5±0.0ppm、にんにく0.7±0.5ppm、

チーズ0.9±1.3ppm、たまねぎ0.5±0.1ppm、

にら 0.6±0.4ppm であった。普通食と比較す

ると、にんにく、チーズ、にらに高い傾向が 

みられた。 

 

【図2】アンモニアの成分濃度 (普通食35名、

にんにく 9名、チーズ 12名、たまねぎ 22名、

にら 13 名) 

 

(3) 図 3 は、メチルメルカプタンの成分濃度 

をまとめたものである。 

普通食0.2±0.3ppm、にんにく0.1±0.1ppm、

チーズ0.1±0.1ppm、たまねぎ0.3±0.4ppm、

にら 0.3±0.5ppm であった。普通食と比較す

ると、にんにく、チーズに低い傾向がみられ 

た。 
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【図 3】メチルメルカプタンの成分濃度 

 

(4) 図 4 は、硫化水素の成分濃度をまとめた 

ものである。 

普通食0.6±1.1ppm、にんにく0.2±0.3ppm、

チーズ 0.6±0.7ppm、たまねぎ 1.2±1.8 ppm、

にら 1.0±1.8ppm であった。普通食と比較す

ると、にんにく、チーズに低い傾向がみられ



た。Dunnet 法で普通食、チーズに有意差が認 

められた(p<0.05)。 

 

【図 4】硫化水素の成分濃度(* P<0.05) 

 

(5) 図 5 は、トリメチルアミンの成分濃度を

まとめたものである。 

普通食 0.04±0.01ppm、にんにく 0.05±

0.04ppm、チーズ 0.06±0.07ppm、たまねぎ

0.08 ±0.12ppm、にら 0.04±0.0ppm であっ

た。普通食と比較すると、にんにく、チーズ、 

たまねぎに高い傾向がみられた。

 

【図 5】トリメチルアミンの成分濃度 

 

(6) 図 6 は、健常者の食品群別成分濃度をま

とめたものである。 

普通食はアンモニア 0.5ppm、メチルメルカ

プタン 0.01ppm、硫化水素 0.01 ppm、トリメ

チルアミン 0.04ppm であった。にんにくはア

ンモニア 0.5、メチルメルカプタン 0.04、硫

化水素 0.02、トリメチルアミン 0.04。チー

ズはアンモニア 0.5、メチルメルカプタン

0.05、硫化水素0.01、トリメチルアミン0.04。

たまねぎはアンモニア 0.5、メチルメルカプ

タン 0.02、硫化水素 0.01、トリメチルアミ

ン 0.04。にらはアンモニア 0.5、メチルメル

カプタン 0.04 、硫化水素 0.01、トリメチル

アミン 0.04 であった。ストーマ保有者と比

較すると、メチルメルカプタン、硫化水素に 

低い傾向がみられた。 

 

【図 6】健常者の食品群別成分濃度（n＝12） 

 

(7) 図 7 は、女子学生の食品群別成分濃度を

まとめたものである。 

基本食はアンモニア 0.8ppm、メチルメルカ

プタン 0.2ppm、硫化水素 0.2 ppm、トリメチ

ルアミン 0.04ppm であった。にんにくはアン

モニア 0.5、メチルメルカプタン 0.02、硫化

水素 0.005、トリメチルアミン 0.05。たまね

ぎはアンモニア 0.5、メチルメルカプタン

0.05、硫化水素0.01、トリメチルアミン0.06。

にらはアンモニア 0.75、メチルメルカプタン

0.05 、硫化水素0.2、トリメチルアミン0.04。

チーズはアンモニア 0.6、メチルメルカプタ

ン 0.06、硫化水素 0.06、トリメチルアミン

0.04 であった。硫化水素は、基本食と比較す

ると、にんにく、たまねぎに有意差が認めら 

れた(p＜0.01)。 

 

 

【図 7】女子学生の食品群別成分濃度（n＝6） 
*p<0.05 **p<0.01 

 



ストーマ保有者と健常者、女子学生を比較

すると、健常者、女子学生にメチルメルカプ

タン、硫化水素は全ての食品群で低い傾向が

みられた。アンモニア、トリメチルアミンは、 

大きな差異はみられなかった。 

食品は、摂取食品によって悪臭のもとにな

りやすいものやガスを発生させるもの、下痢

になりやすいものなどがある。便臭は、腸内

の消化により、さまざまな化合物が生成され

て臭いが発生する。一般的にたんぱく質、脂

肪を含むものは、化合物の臭いが強いとされ

ている。人工肛門では、にんにく、にらなど

の摂取は便の臭いが強くなると言われてい

る 3)。また、排便後いやな臭いとして自覚し

ている者も少なからず存在する 6）。においの

快不快には個人差が大きい 7）。しかし、摂取

した食物は腸内細菌叢の変化により糞便の

形、色、臭いに変化すると報告されている 8）。

本研究では、人工肛門で臭いが強くなると言

われている食品を摂取した後の便臭を調査

した。その結果、メチルメルカプタン、硫化

水素に有意な差がみられた。これは、におい

が強くなるといわれている食品を摂取する

ことにより、食品中に含まれる揮発性物質が

結腸の容積を増加させ便通がよくなること

や、腸内細菌叢の影響を受けるのではないか

と考えられた。今後、個体差（疾患、年齢、

性別）や消臭関連食品摂取による便臭の 

影響も考えていきたい。 
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